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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年12月17日(2009.12.17)

【公表番号】特表2009-514951(P2009-514951A)
【公表日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2008-540065(P2008-540065)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/354    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  19/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  21/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  19/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/44     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  17/354   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  19/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  21/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  19/10    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　
   Ｂ０１Ｊ  23/44    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  31/24    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月27日(2009.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）１，３－ジクロロ－１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパンおよび少なく
とも１つの他の塩素置換Ｃ２－Ｃ４ハロカーボン化合物を含んでなるハロカーボン混合物
を提供する工程；および
　（ｂ）該１，３－ジクロロ－１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパンの相当な部
分を還元せずに、該少なくとも１つの他の塩素置換Ｃ２－Ｃ４ハロカーボン化合物の少な
くとも相当な部分を還元するのに有効な条件下で、該混合物を還元剤と接触させる工程
を含んでなる、ハロカーボン混合物を選択的に還元する方法。
【請求項２】
　該少なくとも１つの他の塩素置換Ｃ２－Ｃ４ハロカーボン化合物が、少なくとも１つの
Ｃ３ヒドロクロロフルオロカーボンを含んでなり、かつ、該接触工程において、該少なく
とも１つのＣ３ヒドロクロロフルオロカーボンの少なくとも一部を、ＣＦ３ＣＦ２ＣＨ３

（ＨＦＣ－２４５ｃｂ）、ＣＦ３ＣＦ２ＣＨ２Ｃｌ（ＨＣＦＣ－２３５ｃａ）、ＣＦ３Ｃ
Ｆ＝ＣＨ２（ＨＦＣ－１２３４ｙｆ）、ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＨ（ＨＦＣ－１２２５ｙｅ）お
よびこれらの組み合わせからなる群から選択される化合物に転化する、請求項１の方法。
【請求項３】
　（ａ）１，３－ジクロロ－１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパンを含んでなる
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ハロカーボン混合物を提供する工程；および
　（ｂ）該混合物を還元剤と接触させて、少なくとも１つのＣ３ヒドロフルオロカーボン
を製造する工程
を含んでなるＣ３ヒドロフルオロカーボンの製造方法であって、該還元剤がギ酸アンモニ
ウムである方法。
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